










































































































































































































5.築島裕 0981）「土佐日記と漢文訓読JI日本の言語学J7号、大修館書店、 三八九 四Oー頁
6.津本信博（1993）「『土佐日記』はなぜ、何のために書かれたかJr国文学j平成五年2月号、学
燈社、 三四一三七頁










①この論文は、ポーランド文部省の国立科学研究委員会（PolishState Committee for Scientific Research) 
からのグラントの援助で書かれました。プロジェクトの番号は ：5H01C05321、援助時期は：平成
一三年九月～平成一四年八月。プロジェクトのテーマは：「平安時代前期の文学展開の過程を背景
にしての紀貫之の前衛性一国風文化の創造に当たってその歌人の役割の研究」。
②この論文の作成について、クラクフのヤギェウォ大学東洋語学研究所日本学科長、メラノピッチ先
生に御助言を沢山頂きました。ここに明記して感謝の意を表したいと思います。また、同学科の中
国語の教師、ゼマネック先生にも、唐代の漢詩解釈にあたって御指導頂きましたから、ここに感謝
の言葉を伝えたいと思います。
③例え、参考文献10参照。
④同書により (18頁参照）、 『続群書類従』に収められた系図の一本に「童名は内教坊の阿古久曾と号
す。J（原漢文）という記載がある。
⑤参考文献8、1199頁参照。
⑥同書、 20頁参照。
⑦同書、 500頁参照。
⑧武光誠『古代文化史入門ハンドブックj雄山閣、 58頁参照。
ヮ ??
?
⑨調査の元になったテキストは、参考文献7により。
⑩口語翻訳は、全部参考文献7により。
⑪武井睦雄「『土佐日記J作成の過程とその依拠する資料の構成についてJr日本語研究諸領域の視点j
下巻 f平山輝男博士米寿記念会編j明治書院、 187-204頁参照。
⑫参考文献し 781頁、また同書、 966-967頁参照。
⑬同書、 524-525頁参照。
＊肘檎要旨
山口博氏は、もし紀貫之に f土佐日記jにはどういう意味があるのかと尋ねたらどう答えただろう
か、と尋ね、発表者は、古今集仮名序・大井川行幸和歌序・新撰和歌序などと同様、仮名による文化
創造の試みであると答えただろう、と答えた。また、山口氏は、貫之の和歌には無常観を詠んだもの
があるのか、と尋ね、扉風絵には実と虚の混在や唆昧さがあり、それは無常観であり、それを歌う扉
風歌にも無常観がある、と答えた。
神野藤昭夫氏（議長）は、扉風絵と無常観の関係についてさらに尋ね、発表者は、暖昧さは扉風絵
の構図に由来するが、それが無常観を表現している、土佐日記における文体の混在、折衷性もそれに
つながる、と答えた。
中野方子氏は、貫之の歌で、水に映る月を詠むものに、仏教の十織の影響があると思われる、従っ
て無常観というより空観に関わるのではないか、ただ土佐日記については考えていなかったので興味
深い、と述べ、発表者は、和歌を含めてさらに考えたい、と答えた。
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